
理科授業のポイントを取り入れた授業実践

武雄市立御船が丘小学校 松江敦一郎

１ 単元名 「水溶液の性質」

小単元 (時) 主な学習活動

水溶液の区別する方法 理科で使う化学薬品をリトマス紙を使って区別してみよう

(３時間) 酸性・中性・アルカリ性の水溶液を見つけてみよう

金属を溶かす水溶液 塩酸のはたらきを調べよう

塩酸と鉄を調べよう

(５時間) 水酸化ナトリウム水溶液と金属について調べよう

気体が溶けている水溶液 炭酸水を作って溶けていることを調べよう

(１時間)

発展補充 水溶液の見分け方

(２時間) 身の回りの水について調べよう

３ 本時の目標

５つの水溶液について調べ、科学的な根拠をもとに科学的な根拠をもとに５つの水溶液

について説明することができる。 (科学的思考)

４ 授業の実際

児童の学習活動や主な反応 具体的な指導・教師の働きかけ

１ 日本酒と砂糖水を見分け ○ 教師がにおいとリトマス紙で調べるやり方で演

る方法を考える。 示する。

２ 学習問題を知る。

５つの水溶液(塩酸、炭酸水、アンモニア水、食塩水、石灰水)を見分けよう

３ どのように実験をしたら ○ 調べる目的と根拠を明確にさせ、調べる方法の

よいかを考え、５つの水溶 妥当性を高める。

液を判定してしまうまでを ○ ５つの水溶液の判定するまでを考えさせて紹介

紹介する。 しあわせることを通して、考えている実験の危険



性などについても考慮させる。

４ 自分が決めた実験方法ご ○ 班で協力させ調べさせる。

とにグループを作り、実験 ○ 実験は安全に正確に行わせる。

する。 ○ 実証性を高めるために別の調方法でも確認させ

る。

【 】活動

・リトマス紙につける ・熱して乾かす

・鉄片やアルミニウムを入れる ・温めてみる

・においを調べる ・振って動かしてみる

５ 実験結果をまとめ、それ ○ 実験した方法と結果について紹介させ交流させ

ぞれたどり着いた結果につ る。

いて交流する。 ○ 科学的な決まりの求め方(実証性 再現性 客

観性)についての確認を行う。

６本時のまとめを行う。 ○ ５つの水溶液を特定し、それぞれの性質につい

て確認する。

【ポイント】

○「科学的な決まりを見つけていくこと」を目的として授業を仕組んでいくこととして

いる。科学的な決まりとは、①誰が行っても同じ結果である ②何度行っても同じ結

果である。③どんな方法でも同じ結果であることである。

この３つの条件が満たせば 「科学的な決まり」を見つけることができるとして取り、

組んだ。(実証性 再現性 客観性)

また、実験に際して、結果を導き出すまでを思考させ、その結果までを推論させて

いく。以前は時間がかかっていたものの、繰り返し行わせることにより書く時間も短

縮することができた。さらに、実験結果がどのようになれば、どういう結果であると

いうことも予め考えることができるので 目の前で起きている現象や観察結果を 科、 、「

学的な決まり」として認識することができると考える。

５ 考察

○ どの水溶液をどの順番で確定していくのかがまちまちであったが、グループで活動

することにより、客観性・実証性を高めることができた。

○ 単元の最初に、身近な科学薬品を取り上げることにより、使用する際の問題点やな

ぜその薬品を使うのかを理由づけて考えることができた。

、 、○ 科学的な決まりという視点を与えているので 別の方法を使って薬品を特定したり

別の決定方法で思考したりすることができた。

○ 児童自身が実験方法を決定し方法も多岐にわたるので、本時は で行うほうが望TT

ましいと考える。


